
   日韓 交 流 前 後 に お け る 日 本 語 教 育 学 専 攻 学 生 の 意 識 変 容

                             青柳 に し紀

                       信州大 学人文 科学研 究科

1.は じめ に

 日本 語 教 育 に携 わ る者 に とって 、 日本 語 学 習者 の祖 国 の文 化 、歴 史 な どを

理 解 し、 学ぶ こ とが 不 可欠 で あ る こ とは言 をま た ない。

 海 を隔 て て 日本 に 隣接 す る韓 国 は 、近 年 にな っ て 「日本 語 学 習 熱 」 の 高 ま

っ て き た 国 の一 つ で あ る。 日本 人 に とっ て韓 国 は 「近 くて遠 い 国」 と呼 ばれ

る こ とが あ る よ うに 、 韓 国 の文 化 、歴 史 、韓 国 人 の考 え方 を 実際 に理解 して

い る 人 は あ ま り多 くな い。

 沖 ゼ ミ(信 州 大 学 人 文 学部 日本 語 教 育 学 沖裕 子研 究 室)で は 、2000年3月

上 旬 、 「韓 国研修 旅 行 」 を実 施 した。参 加 した 日本 人 学 生10名 の うち、既 に

海 外 旅 行 の経 験 を持 っ て い る学 生 は少 な くな く注1、 中に は複 数 回 の経 験 者 も

い た が 、韓 国旅 行 に 限 れ ば全 員 が は じめ てで あ り、 韓 国語 を履 修 した経 験 者

も ほ ぼ皆 無 で あ った。 注2

 旅 行 参 加 者 全 体 の 目的 は 「対 日感 情 と韓 国文 化 とを肌 で 体 験 す る」 「日本

語 教 育 の現 状 を知 る」 とい う2点 に 置 いた 。 これ に加 え て各 学 生 も、 それ ぞ

れ の 明確 な 目標 を持 つ こ と と して 、旅 行 に臨 ん だ。

 目本 語 教 育 学 を専攻 し、 日本語 教 育や 異 文化 間 コ ミュニ ケ ー シ ョン に興 味

を持 っ 学 生 が 「韓 国研 修 旅 行 」 に 参加 した こ とは、 長 い 両国 の歴 史 の 中 で、

戦 争 の時 を も経 た 両 国 の 関係 を改 め て建 設 的 に見 直 す契機 に な った。と くに 、

独 立 紀 念 館 見 学 で は韓 国 の対 外 的 な歴 史観 を学び 、 日本 語 授 業 見 学 で は実 際

の 授 業 風 景 を体験 す る な ど得 られ た意 義 は 大 きい。

 旅 行 を終 えて 、参 加 した学 生 は 目的 達成 に よ る旅行 の成果 を得 た ばか りで

は な く、 参加 者 全 員 に意 識 面 で さま ざまな 変容 を遂 げ てい る こ とが窺 えた。

こ の状 況 を踏 ま え 、本 論 は、 韓 国研 修旅 行 が どの よ うな意 義 を有 す る もの で

あ るか 、 参加 した 日本 語 教 育 学 専攻 学 生 に どの よ うな意 識 変 容 が 見 られ るか

を考 察 す る こ とを 目的 とす る。

 本 論 を作 成す る に あ た り、参 加 学 生 の旅 行 前 後 の意 識 変容 を解 明す るた め

の ア ンケ ー ト調 査 を実 施 した が 、回 答者 全 員 の韓 国 に対 す る評価 が旅 行 前後

で 好 転 す る と同時 に、 意 識 変容 に 関 して も 自認 して い る こ と を示 唆 す る結 果

が 得 られ た。 注3
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2.『 韓 国 研 修 旅 行 』の 概 要 と意 識 調 査

「韓 国 研 修 旅 行 」 の概 要 を以 下 に記 す 。

2.1.旅 行 の経 緯

  (1)旅 行期 間:2000年3月6日(月)～2000年3月9日(木)

  (2)目 的 地:大 韓 民 国

            ソウル 市、 京 畿道 、 忠清 南道 の3カ 所

  (3)発 案者:沖 裕 子(信 州 大学 人 文 学部 助 教 授)

         姜 錫祐(カ トリック大 学校 外 国 語学 部 助教 授)

  (4)旅 行 参加 者:信 州 大 学 人文 学 部 日本 語 教 育 学専 攻 11名

       内 訳 大 学 院2年1名 、学部4年5名 、3年2名 、2年3名

           (上 記 の うち、信 州 大 学 人文 学部 日本語 教育 学 専 攻3

          年 の韓 国 人 留 学 生 関 淳 奎 さん=ソ ウル 市 在 住 躍 が 先

          行 帰 国 、合 流 。 渉外 、 通訳 担 当)

  (5)カ トリ ック 大 学 校 参 加 者:カ トリ ッ ク大 学校 外 国語 学 部 日本 語

          11名

       内 訳 3年10名 、2年1名

2.2。旅 行 の 翻的

   (1)歴 史 的 に 日本 と密 接 な関 わ りを持 って き た韓 国の 人 々 の振 幅 の 大

     きい 対 日感 情 と韓 国 文 化 とを肌 で 体験 す る こ と

   (2)韓 国 に お け る 日本 語教 育 の現 状 を知 る こ と

2-3.旅 行 闘程

     3月6日(第1日 目)

      09:02 JR松 本 駅 発

      11:02 JR名 古 屋 駅 着

      11:10 同駅 前発

      11:50 名 古屋 空 港 着

      14:30 同空 港発(ASIANA Oz121便)

      16:20 韓 国 ソ ウル 空 港着(関 淳螢さん、カトリック大学校生の歓迎)

           地 下鉄 で移 動

      18:00 ソ ウル 市 テハ ジ ヤ ン着(宿 泊先 ホテル 「テーハー」)

      18:30 夕食(於 焼肉料理店rイ ドン・カルビ」)

      20:30 歓 迎会(於 ホテル 「テーハー」103、104、105号 室)

      23:00 就 寝

                61



3月7日(第2日 目)

  07100 起 床

  07:30 朝 食

  09:00 ホ テ ル 発

  10:30 独 立 紀 念 館 着 、見 学(パ ー トナーのカ トリック大学校生同行)

  17:00 同 紀 念 館 発

  18:30 ソ ウ ル 市 街 着

  18:30 夕 食(於 中華料理店 「日月ソン」)

  21:00 ホ テ ル 着.

  22:00 就 寝

3,月8日(第3日 目)

  06:30 起 床

  07:00 朝 食

  08:30 ホ テ ル 発

  11:00 カ ト リ ッ ク 大 学 校 着 、 見 学

  12100 昼 食

  13:30 討 論 会(議 題 「独立紀念館にっいて」、於 ヵ トリック大学校誠心

     研修室)

  15:00 韓 服 親 善 試 着 、 交 流 会(於 同研修室)

  16:00 夕 食(於 韓国料理店)

  17:00 日本 語 授 業 見 学

  19:00 カ ラ オ ケ

  22:00 東 大 門 見 学 、 買 い 物

  (3月9日)

  03:00 ホ テ ル 着

  03:30 就 寝

3月9日 (第4日 目)

  06:30 起 床

  07:00 朝 食

  08:30 ホ テ ル 発

  10:00 ソ ウル 空 港 着

  12:00 同 空 港 発(ASIANA OZユ22便)

  13:30 名 古 屋 空 港 着

  15:00 JR名 古 屋 駅 着

  16:00 同 駅 発

  18:30 JR松 本 駅 着

  20:00 同 駅 解 散
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2.4.旅 行 後 の意 識 調 査

 2。1.の旅 行 を経 て 、参 加 学 生 の意 識 変 容 が どの よ うな もの で あ る か を追 究

す るた め に 、帰 国約2週 間後 に 「日韓 交流 前 後 にお け る 日本 語 教 育 学 専攻 学

生 の意 識 調 査 」 を行 っ た。

 要領 は 下 記 の とお りで あ る。

  (1)  調 査 期 間:2000年3月20日(月)～2000年3月27日(月)

  (2)  調 査 対 象 者:「 韓 国研 修 旅 行 」 の 日本 人学 生 参 加 者 中 、論 者

         を除 い た信 州 大 学 日本 語 教 育 学 専攻 学 生9名 。全員 が女

         性 、20歳 ～22歳 。 出身 地 は新 潟 県 か ら沖 縄 県 ま で広 範

         囲 に 及 ぶ注4

  (3)  調 査 方 法:調 査対 象 者 にア ンケー ト方式 の調 査 票 配 布 、3月

         27日 回 収

  (4)  調 査 票 の 内容:

      1.調 査 対 象 者 の旅 行 体 験 に 関す る内 容

      II. 「韓 国 研 修旅 行」 に 関す る内容

     m.調 査 対 象 者 自身 の 内省 に よ り、 「韓 国研 修旅 行 」前後 の

       意識 変 容 に 関す る内容

      1は 旅 行 参加 学 生 の過 去 の旅 行 に 関す るデ ー タを得 るた め 、II

     は今旅 行 の 意識 の変 容 を調 べ るた め 、 さ らにmは 意 識 変 容 にっ い

     て記 述 に よ る回 答 を得 るた め一 に設 け た もの で 、 これ らに よ り今

    旅 行 参 加 者 の 意 識 を把 握 しよ うと した。 とくに 、IIは 、意 識 変 容

     の具 体性 を追 究す るた め 、 「韓 国 の 文化 ・言語 ・国家 制 度 」、 「カ ト

     リ ック大 学校 生 と接 して 」、 「日本 語 の授 業 を見 学 して」、 「日韓 問

    題 に関 して 」、 「自分 が外 国 人 で あ る こ とにつ い て の意 識 」 それ に

     「旅 行 全 体 を通 して」 とい う6分 野 ・51項 月 の 質 問 で構 成 した 。

3.2つ の児 学 の意 瞭

 本 論 で は 、2.4.の 要 領 で 実施 した意 識 調 査 の結 果 を引用 、 あ るい は参 照 し

て 、今 旅 行 を象 徴 す る独 立 紀 念館 見学 と 日本 語 授 業 見学 とを通 じて旅 行参 加

者 の 意 識 が どの よ うに変 容 した か 、 ま た、 そ の意 義 を探 るた め検 証 す る こ と

とす る。

 そ の前 提 と して 、旅 行 参加 者 の過 去 の海 外旅 行 経 験 と韓 国 に対 す る関 心 と

を略述 す る。

 本 意 識 調 査 に よる と、 旅 行 参加 者 の うち、2名 を除 い て全 員 が これ ま で に

海外 旅 行 経 験 が あ る(グ ラ フ1)。 また 、ほ ぼ全 員 が2つ 以 上 の外 国 語履 修 経

験 が あ り、 そ の種 類 は、 英語 、 中国 語 、 スペ イ ン語 の順 に 多 か った(グ ラ フ

3)。 これ らのデ ー タか ら、概 して旅 行 参加 者 の海 外 への 関心 は高 い とい え る。

この な か で 、韓 国 の旅 行 経験 者 は皆 無(グ ラ フ2)、 韓 国語 を履 修 した経 験 の
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あ る 学 生 は 、 わ ず か に1名 が 大 学 の 講 義 で 「前 期 の み 」 履 修 した だ け で あ る

(グ ラ フ3)。

グラフ1,対 象書の海外旅行経験 く回数>

    4回以上(1)3/.ﾟi

グラフ皇.対 象者の海外旅行経験 く地域〉     グラフ3,対 象者の外国語履修経験く有無>
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 さ ら に 、 旅 行 参 加 者 が 旅 行 前 持 っ て い た 韓 国 へ の 関 心 の 一 部 分 を 見 る と、

グ ラ フ4、 グ ラ フ5が 示 す よ う に 、 旅 行 参 加 者 の 韓 国 に お け る 留 学 や 日本 語

教 育 へ の 関 心 は 高 い と は い え な い 。

グラフ4,「47.旅 行前、韓国に留学したいと書えた  グラフ5.「49.旅 行前、韓国で日本語教育に携わ

   ことがありますか?」               りたいと考えたことがありますか?』

                                 ①必ず擁わりたい

   ③。、、。、な誘 ①…1・           と思った(o)『
                           ③あまり携わりたく
                           ないと思った(0)                   ④関心が

                   なかった(5)

                         拶 騰

 韓 国 へ の 関 心 が 高 くな い背 景 には 、 さま ざま な要 因 が存 在 しよ うが、 こ こ

で は そ の1つ を考 え た い。

 論 者 の 推 測 の域 を 出 な い が、 机 上 で漠 然 と 日本語 教 育 に携 わ りた い と考 え

て い て も実 感 を得 るに 至 らず 、刺 激 も弱 い の に反 して 、現 実 に韓 国 に行 き、
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そ の 風 土 に触 れ 、人 々 に会 わ ない こ とに は 、韓 国 で の具 体 的 な 日本 語 教育 は

想 起 で き ま い とい うこ とで あ る。 換言 す れ ば 、韓 国 とい う国 に 「身 を置 い て

み る」 こ とで は じめ て 実 生活 の感 慨 が 生 まれ 、 韓 国 へ の留 学や 日本 語教 育 に

関 心 が 強 化 され る と思 われ る。

 この 仮 定 に立 て ば、 目本 語 教 育 学 専 攻 学 生 に とって 、本 研 修 旅 行 は韓 国 の

実 像 、 実 態 に直 接 触 れ られ る画期 的 な機 会 で あ る とい え る。 本 研 修 旅 行 を機

に、旅 行 参 加 者 の意識 が変 容 して い くこ とが 確信 され る。

 2.2.で 述 べ た本 旅 行 の 目的 が包 含 す る意 義 は この 点 に あ る。 す な わ ち、 学

生 の意 識 変 容 を結 晶 させ る 「対 日感 情 と韓 国文 化 」とを体験 で き、 「日本 語 教

育 の 現 状 」 を学 ぶ こ とが で き る。

 前 述 の ご と く、3泊4日 の旅 程 の うち 、 中心 活動 で あっ た 「独 立 紀念 館 見

学 」 「カ トリ ソク大 学 校 見学 」の2つ の体 験 は意 義深 く、予想 通 りの成 果 を あ

げ た。

 以 下 、 この2つ の 見学 をモ デル に調 査 結 果 を実証 的 に織 り込 ん で 、旅 行 参

加 者 の 意 識 の変 容 を考 察 したい。

瑠.独 立 綿 念 館 見 単

 独 立紀 念館 は 、 「1982年 日本 で の歴 史 教 科 書 の歪 曲問題 」 が きっ か け とな

り、 「独 立 運 動 に参加 した人 た ちの業 績 を正 しく伝 え よ うとい う 目的 」で計 画

され 、5年 後 の1987年 に建 設 され た記 念 館 で ある。 館 内 は7っ の展 示 館 と

円形 映 画 館 で構 成 され 、展 示 館 に は 国 の始 ま りか ら現 代 に至 る まで の膨 大 な

韓 国 歴 史 の資 料 が所 蔵 、 あ るい は 陳列 され てい る。 とくに第3展 示 館 は 「日

帝 侵 略 館 」で 、 「臼本 帝 国 主義 」が 朝鮮 半 島 を侵 略 してい っ た過 程 や 統治 時 代

の 実 態 が紹 介 され て い る。同展 示館 の 見学 コー ス後 半 に 、 「日本 官憲 」が朝鮮

人 に対 し行 っ た拷 問 現 場 が 、精 巧 な背 景 と暗 い 照 明 、 ロ ウ人 形 な どで 再現 さ

れ て い る。 注5

 館 内 で は 、 カ トリック大 学校 生 と 日本 人 学 生 とがペ ア とな り、 日本 人 学 生

が カ ト リック大 学 校 生 の説 明 を受 け るか た ちで 見 学 をすす め た。 こ こで は、

当然 な が ら 日本 人 学 生 は加 害 者 と して の 立場 を意識 させ られ ざる を得 な か っ

た 。

 独 立 紀 念館 見 学 の 翌 日、 カ トリック大 学 校 誠 心研 修 室 を借 り、 記 念館 の見

学 内容 を議 題 に全 体 で3グ ル ー プ 、 各 グル ー プ6名 ～8名 とい う構 成 の討 論

会 を行 っ た。 前 日の ペ ア は必 ず 同 じグル ー プ に属 してい た ので 、 そ れ ぞれ 見

学 当時 の模 様 や 感想 な どを確認 し合 うこ とが で き 、 「一緒 に回 りな が ら、お 互

い に どの よ うな こ とを考 えて い た か知 る こ とが で き、よか った(C)」 とす る。

 意 識 調 査 の結 果 で は、独 立紀 念 館 見 学 とそ の 翌 日の討 論 会 に つ い て は、 回

答 者 全 員 が 「有 意 義 だ っ た」 と評 価 してい る(グ ラ フ6、7)。
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グ ラフ6.「30.独 立 紀 念 館 見 学 はあ なたに とって  グラフ7,「31.7ト リック大 学 校 生 との 討 論 は?」

   宿 意 義 でしたか?」

                           ②有意義ではなかった(0)

         ②有慧轟ではなかった(0)           ①有意義ナ t(9)  ③どちらでもない(0)   護①宿慧凝ナ ナ(9) 
③どちらでもない(0)

 見 学 内 容 の 理 解 度 は 「韓 国 人 学 生 の 方 が 、 深 い 理 解 を して き て い る(A)」

も の の 、両 国 の 学 生 と も 、 「戦 争 の 話 と現 在 の 日韓 の 関 わ りに 接 点 が あ ま り感

じ られ な い とい う感 覚(D)」 を持 っ て お り、 「若 い 人 々 の 戦 争 に 対 す る 意 識

の 低 さ(1)」 が 窺 え た 注7。 そ の た め 、 も っ と 「歴 史 的 事 実 を 知 る必 要 が あ る

(C)」 と な っ た 。 半 面 、韓 国 人 学 生 の 方 が 日韓 問 題 に つ い て 深 い 知 識 を持 っ

て い る の に 対 し 、 日本 人 学 生 が 「加 害 者 」 と して の 立 場 を 知 らず 、 独 立 紀 念

館 見 学 に よ っ て は じ め て 「加 害 者 」 と して の 立 場 を 知 っ た こ とに 関 して は 、

「過 去 の こ と を も っ と 学 ぶ べ き だ とい う感 覚 は 、 日本 人 の 側 の 方 が 強 か っ た

(1)」 とい う回 答 も あ っ た 。

 今 後 の 日韓 国 交 の 在 り方 で は 、 「過 去 の 歴 史 を教 訓 に して 、新 しい 関係 を 築

い て い く べ き(A)」 、 「日韓 交 流 の 発 展 を ね が う(1)」 な ど討 論 全 体 が 両 国 の

関 係 を 建 設 的 に 捉 え る 方 向 に 収 敏 して い る結 果 を得 た 。

 「日韓 交 流 の 発 展 」 とい う結 論 を 導 き 出 した カ ト リ ッ ク 大 学 校 生 との 討 論

に は 、 全 員 が 「日韓 国 交 に 対 す る 関 心 が 深 ま っ た 」(グ ラ フ8)と 答 え 、 「旅

行 前 と変 わ ら な い 」 「関 心 が 薄 れ た 」とい う回 答 は 皆 無 で あ る な ど絶 対 的 に 日

韓 国 交 に 対 す る 関 心 を 深 め 合 っ た 。

グラフ8,「33.カ トリック大学校生との討論を通じ  グラ79,「34.カ トリック大学校生との討論を通じ

   て、日韓国交に対する関心は深まりまし  て、今後、日韓国交を深める努力をしたいと思い

   たか?」                  ましたか?」

    晶,欝 ㌍ 一 臓瓢
          ④どちらとも雷えない(0)

 以 上 の 調 査 結果 か ら独 立紀 念館 見 学 と見学 後 の討 論 とは 、韓 国人 の 歴 史観

を知 る上 で 非 常 に有 効 で あ った と考 え る。
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5. 闘本 語 授 業覧 学

 見学 機 会 を得 た 日本 語 授 業 の概 要 は 、 以 下 の とお りで あ る。

   (1)  ク ラ ス:カ トリ ック大学 校 外 国語 学 部 日本 語 科3年

   (2) 授 業 時 間:3月8日(水)5:00p.m.～6:00p.m.

   (3) 担 当教 官:津 崎浩 一(カ トリック大 学校言 語 文 化 学 部 客員 教

     授)

   (4)  授 業 課 目:作 文

   (5)  学 習 者 の レベ ル:初 級 修 了 程 度

   (6)  出 席者:18名 程 度

 この授 業 では 、当初 「作 文」を予 定 して い た が、日本 人側 の見 学者 が教 官 、

学 生合 わせ て12名 に達 し、 多人 数 の 受 け入 れ にな るこ と、 ほ ぼ全員 の見 学

者 が 日本 語 母 語 話 者 で あ る こ とか ら、 急遽 コ ミュニ ケー シ ョン ゲー ム を行 う

こ とに変 更 され た。

 学 習 者 側 と 日本 人 見 学者 側 とが 、1チ ー ム3名 ず つ の 両側 合 わせ て10チ
ー ム を結 成

。 見 学 者 側4チ ー ム が出題 者 、 学 習者側6チ ー ム が解 答 者 とな っ

た。

 ゲー ム は 「うそ つ きは誰?」 で 、 出題 者 側 の各 チー ム3名 が そ れ ぞれ 同文

を 日本 語 で繰 り返 し、3名 の 中 で 「うそ を つ いて い ない の は誰 か」 を解 答 さ

せ る もの で あ っ た。4チ ー ム はそ れ ぞ れ 「私 は恋 人 がい ませ ん。」 「私 は 中国

へ行 っ た こ とが あ ります 。」 「私 は高 校 の時 、 弓道 部 で した。」 「私 は半 年前 、

10kg太 っ てい ま した 。」 と出題 した。

 1ゲ ー ム4題 の み で1時 間 の授 業 が終 了 したが 、学習 者 は活 発 に解 答 を試

み て発 言 も多 く、見 学 者側 に は 日本語 を学 ぶ 学 生 た ちの意 欲 が 伝 わ っ て きた。

見 学者 が 授 業 に参 加 で きた こ とは今 後 の参 考 にな る点で収 穫 も多 く、 有意 義

で建 設 的 な授 業 で あ った 。

 意識 調 査 にお い て は 、全 員 が 見学 して 「良 か った 」 と し(グ ラ フ10)、 こ

の授 業 見 学 を契 機 に 「日本語 教師 にな りた い 」 と思 った 学生 が3人 もい た こ

とは注 目に値 す る(グ ラフ11)。

グラフ10.『26.日本語の授業を児学して良かった   グラフ11,「27.授業を見掌することによって日本

   か?1                      語教師になりたいと思ったか?」

   、諜 ・ ②、、輔 。な.、。,    /!隠,た 、喩 。,、)   
ぎ錨 灘 嚇 聯 留    ④まだわからな燃 .鵯 謝 乞弊

                         ③以前からなりたい気
                         持ちは慶わらない(2}
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 ま た 「29.実 際 に授 業 を行 うと した ら、どの よ うな こ とを教 えた い か」 とい

う質 問 に対 して は 、 「身 近 な習 慣 の違 い(B)」 「日本 の 文化(ス ポ ー ツ 、食 べ

物 、 そ の他)(A)」 「流 行 的 な こ と(G)」 の ほか 、 「(～ てい うか 一 。 な ど)

フ ラ ン ク な私 た ちが ふ だ ん友 達 と話す とき に使 う言 葉 を教 えて み た い 、 あ い

つ ち のバ リエ ー シ ョンな ども(F)」 な ど具 体 的 な案 も想 起 で きた様 子 で あ る。

調 査 対 象 者 に共 通 して い える こ とは 、授 業 見 学 の影 響 か らか 「授 業 が楽 しい

もの に なれ ばい い 」 とい う意 見 で あ っ た。

 旅 行 中 、 日本 語 教 育 を行 った経 験 の ない 学 生 が カ トリック大 学校 生 と接 し

た こ とは 日本 語 学 習者 に対す る配 慮 を体得 す る こ とに もつ な が っ た。 「24.カ

トリ ック大 学校 生 との会 話 はふ だ ん と同 じ」か とい う質 問 に対 し、 「相 手 が ネ

イ テ ィ ブで はな い の で 、 ふ だん は 気 に しない 話 の ス ピー ドや 難 しい 単語 を使

用 しな い な ど気 を使 っ て話 した(G)」 「で き るだ けや さ しい言 葉 を使 う(F)」 。

「38.今 度 、カ トリ ック大 学校 を訪 問 して別 の学 生 に会 うと した ら、 日本 に っ

い て どの よ うな 説 明 をす る」 か とい う質 問 に は、 「分 か りや す い 言 葉 を使 っ

て 」 「(旅 行 前 の考 え と変 わ らな い が、)写 真 や雑 誌 な どの小道 具 を 工夫 、 用

意 しよ う」 とい う回答 が 見 られ た。

 旅 行 前 「49.韓 国 で の 日本 語 教 育 に 携 わ りた い と考 え た こ とが あ りま す

か?」 とい う質 問 に対 し、9名 中4名 が 「機 会 が あ った ら携 わ りた い と思 っ

た 」 と回 答 し、残 りは 「関心 が な か ったJと してい た の に紺 し注6、 旅 行 後 の

同 じ質 問 で は 「機 会 が あ った ら携 わ りたい 」 と回答 した人 は8名 ま で に増 え

た。

グラフ12,「50.現在、韓国で日本語教育に携わりたいと考えますか?」

           ①必ず携わりたい

   禦 は臨 撫
     ②機会があったら
     携わりたいと思う(8)

 以 上 か ら、 教壇 に 立 っ て教 えた 経験 の少 な い 日本語 教 育 学専 攻 学 生 に とっ

て 、 具 体 的 な 日本 語 教 育 のイ メー ジ を持 つ た めに も、 目本語 教 育 の行 われ て

い る現 場 を見学 、体 験 す る こ とは必 須 の こ とに思 え る。

6.旅 行 参 加 暑 の慧 識 変 容

 前 述 の4.、5.か ら旅 行 参加 者 の意 識 変容 が どの よ うな もので あ るか が具 体

化 され た。 す な わ ち 、独 立 紀 念館 につ い て 見 学前 の 回答 が得 られ な か った不

備 は あ る もの の 、見 学 後 は全員 が 日韓 国 交 に 対す る関 心が深 ま っ た と回答 し

た こ と、 ま た 、 カ トリ ック大 学校 見学 につ い て 、機 会 が あっ た ら 「韓 国 の 日
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本 語 教 育 に 携 わ りた い 」 と答 え た の は 見 学 前4名 で あ っ た の に 対 し 、 見 学 後

は2倍 の8名 ま で に 増 え て い る。 これ らは 調 査 結 果 の 一 部 分 で あ る が 、 旅 行

参 加 者 の 意 識 は 全 般 に 日韓 両 国 に と っ て 好 ま しい も の に 変 化 し て い る こ と が

浮 き彫 りに され た 。

 こ の 意 識 変 容 は 、 文 化 的 体 験 や 生 活 体 験 な ど、 研 修 旅 行 全 体 を 通 して さ ま

ざ ま な 分 野 に も見 られ る 。

 韓 国 の 暖 房 設 備 で あ る オ ン ドル は 「適 度 な 暖 か さ(D、F、 H)」 が 非 常 に

良 い 、 「日本 に も欲 しい(C、E、D」 、 韓 服(ハ ン ボ ッ ク)も 「ふ わ ふ わ 軽

く て 、 華 や か で 、 嬉 しか っ た(F、G、 D」 「親 しみ を感 じた(B)」 な ど、

は じめ て 接 す る 異 文 化 に 対 して 好 意 的 な 評 価 を 与 え て い る 。

 食 べ 物 で は 、 旅 行 前 「キ-ムチ 」 「焼 き 肉 」 「ビ ビ ンバ 」 程 度 し か 知 ら な か っ

た 韓 国 食 に っ い て(グ ラ フ13)、 全 員 が 「知 っ て い る料 理 が 増 え た 」 と し(グ

ラ フ14)、 具 体 的 に は 「カ ル ビ湯 」 「ス ンデ 」 「トッ ポ ッ キ 」 な ど 日本 で は 味

わ うこ と が で き な い 未 知 の 数 多 くの 韓 国 食 を 挙 げ て い る。

グラフ13,「11-1.旅 行前 、知っていた韓国料理  グラフ14,「11-2,旅 行後、知っている韓国料理

   1ま?」                    は?」

10

8    -一  一一一一一一} 一一一 一一 …一一一一一6420一止 孟 孟孟 脚_
 1234567891
 キ 焼 ビ チ の カ チ ユ ク0
 ム き ビ ゲ リ ル ヂ ッ ッ 冷
 チ 肉 ン   ビ ミ ケ パ 麺
     バ     湯

 食 事 に 関 す る 韓 国 の 習 慣 を 知 り、 積 極 的 に 実 践 して み た 学 生 も 多 い(グ ラ

フ15)。 旅 行 前 知 ら な か っ た 食 器(グ ラ フ16)は 、4日 間 実 際 に 使 用 した う

え 「重 い 箸 が 好 き に な っ た 」 「ご 飯 の 器 が か わ い い 」 な ど と評 価 す る。

グラフ15,『11-3.韓 国の学生と陶席し、韓国食を  グラフ16,f11-4,旅 行前、韓国の食器がどのよう

   取ったとき、食事 に関する習慣(蹉 手を      なものか知っていましたか?」

   使わない/「 ごちそうさま」といわないな

   ど〉を爽践しましたか?」

                             ①知っていた(0)

     ②賜 ない(,)鞭 偽            ③わからない(o)

           気

        ～響 欝                         ②知らなかった(9)
        ①翼賎した(7)
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 旅 行 全 体 で み る と、旅 行 後 は 韓 国 に 関 す る 知 識 は 「増 え 」(グ ラ フ17)、 韓

国 へ の 興 味 も 「増 え た 」(グ ラ フ18)、 旅 行 前 あ い さつ 程 度 しか 勉 強 しな か っ

た 韓 国 語(グ ラ フ19)に つ い て は 、 旅 行 後 に は 今 後 「勉 強 した い 」(グ ラ フ

20)と な っ た 。 旅 行 前 に は 「ガ イ ドブ ッ ク しか 読 ん で い な か っ た 」 と答 え た

学 生 た ち が 、 旅 行 後 は 「日本 の 韓 国 に 対 す る侵 略 に つ い て 」r歴 史 の 教 科 書 」

な ど 日韓 問 題 に 関 わ る 本 を 読 み た い とす る 回 答 を 得 た 。

グラフ17,「41.韓 国に関 する知識 は増えた  グラフ18.「42.韓 国への興味は増えたか」

   か?」

         Oil*itz(3)  摘
      ②少し増えた(6)                            ○増xt()

  ③あまり増えなかった(0)                      ③あまり増えなかった(①

グラフ19,「43,旅 行 が 決 定 してから韓 国 語 をど   グラフ20.「44,こ れ か ら韓 国 語 を習 いた いです

  のくらい勉 強 しま したか?J            か?」

    獅噛、   一 轡'
     ミ①あいさつ程度(8)                           ②機会があったら
                          習いたいと思う(5)                     ③習

いたいと
                     は思わない(0)

 調 査 結 果 は概 して韓 国 に対 して好 意 的 な もの で あ り、旅 行 前 に比 べ て 韓 国

に親 近 感 が増 して い る こ とを示唆 してい る。

7.お わ りに

 以 上 、韓 国研 修 旅 行 を終 え て、 本研 修 旅 行 に参加 した 日本 語 教 育 学 専 攻 学

生 の意 識 が旅 行 前 後 で どの よ うに変容 した か、 ま た 、本研 修旅 行 の意 義 にっ

いて も述 べ て きた。 本 論 作成 に際 して行 った 意識 調 査 の結 果 、旅 程 の うち と

くに 「独 立紀 念館 見 学」 「日本 語授 業 見 学 」は所期 の 目的 を達成 した もの で あ

る こ とは言 うまで もな い が 、他 の体 験 にお い て も、学 生 の意識 が旅 行 前 後 で

大 き く変 容 した こ と を確 認 で きた。 本 研 修 旅 行 は全 体 と して 「有意 義 で あ っ

た」 と位 置 づ け る こ とが 可能 で、調 査 結 果 が それ を裏付 けて い る。

 この よ うな成 果 を得 る こ とがで きた の は 、 まず 、個 人旅 行 と して で は な く

ゼ ミ旅 行 と して 企 画 、 実行 した こ とに よ り、旅 行 中 も同 じ 目的 を持 った者 同
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士 が 互 い に 意識 を 高 め合 い、 支 え合 うこ とが で きた とい う点 、 ま た 、現 地 で

旅 行 参加 者 を迎 え入 れ て協 力 して くれ たカ トリック大学校 生 と 日韓 交 流 が実

現 で きた とい う点 に あ る とい って も過 書 で は ない だ ろ う。

 現 実 を概 観 す れ ば、 日韓 間 に は友 好親 善 関係 が確 立 され て い る一 方 で 、過

去 の 悲 惨 な歴 史 か ら生 まれ た長 い 間 の確 執 も依 然 残 され て お り、今 も この状

態 は 改 善 した とは言 い難 い。 旅行 参 加 者 に 対す る旅 行 中の 韓 国人 の反 応 を尋

ね た と ころ 、ほぼ 全員 が 「良い 」 「嫌 な」の両 反応 を受 け た と し、現 在 も韓 国

に は親 日派 と非 親 日派 とが 共 存 してい る。

 こ の現 実 に対 し、 調 査 の 全貌 か ら得 られ る 日本 人 学生 の 対韓 国意 識 は 、旅

行 後 で は 明 らか に 向 上 し、新 しい期 待 も強 く見 て取 れ る。 中で も特 筆 す べ き

は 「韓 国 の 人 た ち は 、皆 が 日本 に対 して 悪 い イ メー ジを持 っ て い る と思 い こ

ん で い た が 、実 際 は 日本 に対 して 、そ の よ うな感 情 を持 つ 人 が少 な い こ とを

知 っ た。」 「韓 国 の人 々 は 日本 を恨 んで い る、とい うイ メー ジ がす こ し薄れ た。

た しか に そ うい っ た人 も い るが 、未 来 に 目を 向 け、 日韓 の 交流 に積 極 的 な 姿

勢 を示 して い る人 も多 くい る こ とがわ か っ た。」 の 回答 で あ る。

 調 査 の最 後 「51.も う一 度韓 国へ 行 きた い と思 い ます か」の項 目では 全員 が

「行 き た い 」 とい う回答 を提 出 してい る。 ゼ ミ旅 行 として の本 研 修 旅 行 が 、

参加 学 生 に とっ て何 らか のか た ち で今 後 に役 立て ば と考 え る。
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【注1
注1意 識 調 査1・2「 対象 者 の海 外旅行経 験」集 計結果

。(グ ラフ1参 照)

  論者 の海外 旅行経 験 は、以 下の通 り。

     海 外旅行 経験

      今 回 の韓国研 修旅行 はオー ス トラ リア 、アメ リカ合衆 国 グアム島 に継 ぎ、3

      度 目の海外旅 行 に当た る。 従 って 、韓 国への旅行経 験は 、今回 が初 めて。
注2意 識 調査1・3「 対 象者 の外 国語 履修経験 」集 計結果。(グ ラフ3参 照)

  論者 の外 国語 履修 経験 は、以 下の通 り。

    外 国語履修 経験

     12歳 ～21歳 まで第1外 国語 と して英 語 を履修 。信州大学人 文学部1年 に在 学

     中、第2外 国語 として ドイ ツ語 を専 攻。韓 国語 の履修 経験 はな し。
注3意 識 調査 全体 の回答 を総合 的に見 て判断 した。
注4各 調 査対象 者 の性 別

、所属 、学年 、出身 は以 下の とお り。なお 、本論 におけ る 「(ア

  ル フ ァベ ッ ト大 文字)」 は、各調 査対象者 の言 葉 を引用 した もので ある。

注5ガ イ ドブ ック 『地球 の歩 き方』参 照。
注6旅 行 前の 関心が 高 くなか った例 と して、本論3.グ ラフ5に 挙 げた とお り。

i付 記1

 本論 は、2000年3月20日(月)～2000年3月27(月)に 行 った 「日韓 交流前後 に

お け る 日本 語教 育専攻 学生 の意識調 査」 をも とに作成 した ものです。調 査に ご協 力 くだ

さっ た信州 大学 人文学 部 日本 語教育 学専攻9名 の学生の 皆 さん にこの 場 を借 りて御礼

申 し上 げ ます。

 な お 、調 査の契機 となっ た韓 国研修 旅行 は、見解 を広め る大変 貴重 な学習の場 とな り

ま した。 この よ うな機会 を与 えて くだ さった沖 裕子 先生 、姜 錫祐 先生 、また 日本 語授 業

見学 を快 く承知 して くだ さいま した津 崎浩一先 生 に心 よ り御 礼 申 し上 げます。

                                     (2000年3月)

                      72


